平成24年3月4日
【男女混合バレーボール】

日本混合バレーボール協会

（JMVA）
NPO法人日本混合バレーボール協会

大江 芳弘

A）JMVAのご紹介
昨年度に引き続きバレーボール学会の枠を頂きありがとうございます。初めて我々の活動を知る方もいらっしゃると思いますので、昨年度バレーボール学会でご紹介させて頂いた資料も添付させていただきます。

B）2011年度活動報告

2011年度は北海道札幌市で活躍している札幌ミックスバレーボール協会と連携する事ができました。昨年より開催している西日本大会に続き、本年度は東日本大会を北海道で開催する事が出来ました。

東日本地域に関しては震災の影響により、前年度比で20％程度参加チームが減ってしまいました。前期は節電の影響で体育館が終日使えないケースも多くなり非常に苦労をしました。後期に入ってもチームの活動が停滞してしまったところも多くあるようで、参加チームが初めて減ってしまった年になりました。全国的にはトップレベルのチームが集う全国大会本戦だけではなく、全国交流大会、選抜大会などカテゴリー毎に上位大会を目標にしてくださっているチームが多くなってきたように感じています。
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（第1回東日本大会写真）
主管大会：

北海道大会（60）、東北大会（30）、北関東大会（30）、北陸大会（6）、信越大会（30）、関東大会（350）、東海大会（40）、関西大会（30）、中国大会（12）、四国大会（60）、九州大会（15）、

東日本大会（8）、西日本大会（32）、全国大会本戦（24）、全国選抜大会（20）、全国交流大会（20）
※（）はおおよその参加チーム数

C）復興支援活動の報告
東日本大震災の復興支援活動として、僅かではありますがNPO法人マグナムカップ等と協力をして下記の取組みを行ないました。
・被災地域のママさんチームへ物資支援

・被災地域の小学生チームへ物資及びユニフォーム支援

・東北混合バレーボール協会へ義援金

・東北チャリティー大会の開催：6月（物品提供）

・関東チャリティー大会の開催：9月（参加費の一部を義援金へ）
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　（チャリティー大会に協力してくれた東北福祉大学PFUチーム）
D)JMVAルール　参加型意見交換会

混合バレーボールのオリジナルルールに関して、バレーボールを学術的に考えている皆さんとともに意見交換をしていきたいと考えております。初めての意見交換会なのでお手柔らかにお願いいたします。
	□議題

1） パッシング

2） タッチネット

3） オーバーネット

4） ジャンピングサーブ

5） バックアタック

6） 我々に協力して頂けそうなこと
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来年度JMVAではルールの改正を考えています。変更理由などは別紙を配布させていただきます。（「2012年度ルール改正に関して」参照）
《意見交換会の手法》
1、 事前にアンケートを取らせていただきます。

2、 アンケート内の質問に対する回答及びご意見についてこちらからの質問をさせて頂きます。

3、 「2」の意見に関して最大2回程度の意見交換をさせて頂きます。
4、 設定時間及び司会者の判断で議論を終了させていただきます。
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A）男女混合バレーボールの普及紹介と可能性に関して
1.混合バレーボールとは？
このスポーツは男性と女性が共に競い合える、数少ない団体スポーツのひとつです。日本におけるメジャースポーツはどれもチーム編成の人数が奇数のスポーツばかりです。サッカー、バスケット、野球、ラグビー、ハンドボールetc・・・。奇数スポーツでは男女が半々に参加することは出来ないため 、男女平等な競技とはなりえません。つまり6人制混合バレーボールは男女が同じ土俵の下、平等に競技できる素晴らしいスポーツになりうるわけです。
9M×9Mのコートの中、男女が走り回って声を掛け合って、一緒になって『楽しさ』や『勝利』を共有する、この素晴らしさ！楽しさ！！を多くの人に知って頂きたいと考え、私は日本混合バレーボール協会(以下JMVA)を設立しました。女性同士、男性同士で喜ぶのも非常に楽しいことですが、男女で喜びを分かち合うのはそれ以上に楽しいことです。
男性と女性が一つのコートに立って、『勝利を目指して』競技すること。危険と考える方も多いと思います。しかし実際多くの女子選手は男性コーチのアタックを練習の時に受けているはずです。また男性同士でも上手な選手と初心者選手での試合は危険が付きまといます。過去のデーターによると、混合大会は男子大会、女子大会よりけが人は少ないとのデーターもあります。但し、常時強打スパイクを打つチームと初心者の方がいるチームでは危険はありますので、レベルのある程度高いチームは『思いやり』を持ったプレーが必要になります。
2.混合バレーボールの魅力
現在、混合バレーボールは全国的に広まっています。関東では当協会を筆頭に、各地域でリーグ戦や市民大会が開催されチーム数は優に1000チームを超えています。関西でもミックスと称し盛んに混合バレーが行われています。北は北海道から南は九州まで幅広いエリアで混合バレーボールチームの活動が盛んになり、それに追随して混合大会も急速に広まりつつあるのです。
混合バレーボールと一般男子・女子バレーボールの違いとはなんでしょうか。なぜ一般男子・女子バレーボールが存在しながらも、混合という分野が広まったのでしょうか。
やはり混合と名乗るだけあり男子と女子が同じ時間、同じ場所を共有することができることが普及の1番の理由でしょう。現在そのような球技が、いやスポーツ全体において「混合」と名のつくものがここまで成功すること自体が珍しいのではないでしょうか。それは男子と女子の体格の違い、純粋に力の違いが如実に現れてしまうのがスポーツという世界だからと考えます。
それなのに、なぜ混合バレーボールは成立するのか、それはバレーボールという競技性によります。人数が６人だからです。「え？それだけ？」と笑われてしまうかもしれませんが実に簡単な理論です。しかしその簡単な理論が重要なのです。なぜならバスケットボールは５人、野球は９人、サッカーなら１１人と男女の力が偏ってしまいます。男女で割り切れるスポーツといえば卓球やバトミントンなどが考えられますが、やはりこれらのスポーツではミックスという分野が広まっています。それ故にバレーボールのような気軽に始められ、競技人口の多いスポーツにおいて男子３人、女子３人が同じコートでプレーできる混合バレーボールが広まってきたのは必然であったのだと思います。いやむしろ遅すぎたようにも感じます。
次いで技術面についても触れてみます。実際、男子のスパイクは女子のスパイクよりもパワーもスピードも勝ります。高さも男子の方が高いです（ただバレーボール女子プレーヤーで一般成人男子より高い選手は大勢いますが・・・）。しかしそれだけでは勝てないのがバレーボールの面白いところです。そこには技術が必要なのです。そしてチームワークと戦略が求められます。たとえどんなに背が高くてパワーのある男子中心にバレーボールをしたとしても、チームワークを培い戦略を練り、技術を磨いた女子には敵いません。これは実に面白いです。男子の渾身のスパイクを女子がブロックし、レシーブする瞬間は鳥肌が立つほど感動的です。逆に男子のブロックを女子がスパイク技術でもって相手コートに沈める瞬間は心から感嘆の声があがります。これに黙っていられないのが男子です。その悔しさをバネにもうワンランク上のプレーで挑んでくるから奥が深い。このように男子と女子が同じ土俵で互角に戦いあえる混合バレーボールは、プレーヤーは当然ながら観る者も魅了するのです。
混合バレーボールはレクリエーションとしての魅力も十分持ち合わせています。一般男子・女子バレーボールは部活動経験者には受け入れられますが、社会人からはじめた初心者にはなんとも難しいものがあります。しかし混合バレーボールはバレーボール未経験者でも楽しく活動できることを前提としているチームが多く、老若男女問わず活動の場が豊富にあるのです。むしろチーム結成当初は男女が集まりレクリエーションに近い形でバレーボールをはじめ、その場の雰囲気やただコミュニケーションを楽しむ場としての活動を目的としています。そして徐々に自分たちのレベルが上達するにつれて競技としての混合バレーボールへ移行していくケースが多いです。つまり実に自然な形でバレーボールを身につけられるのです。
実際、テレビで放送されるバレーボールの試合を観てバレーボールに興味を持ち、一般男子・女子バレーボールチームに顔を出すのには勇気がいります。その勇気を乗り越えチームに参加しても、初心者という挫折を経験しバレーボールチームを続けられない未経験者は少なくないです。しかし混合バレーボールだと、趣旨が「楽しく」をモットーとしていたり、ミスしても気にせず男女がフレンドリーな雰囲気の中で続けていけることが、近年混合バレーボールの急激な増加につながっていると考えられます。
JMVAではこれらの点にも着目し、参加者のニーズに応じた多種多様な大会を開催しています。
3.混合バレーボール大会の工夫
JMVAでは混合バレーボールを普及するうえで、下記のような取り組みを行っています。
1）ネットの高さの設定・・・誰もが楽しく混合バレーボールが出来る高さ
2）プレー制限・・・男女平等のプレー制限
2）オリジナルボールを採用・・・初心者でも扱いやすいボール
3）ルールの工夫・・・安全面を重視したルール
4）マナー向上を目指したルール・・・男女で行っていることの自覚、思いやりのルール
5）ユニフォーム・キャプテンマークの工夫・・・誰もがわかりやすく試合を楽しめる
6）オリジナルルールブック・・・より混合バレーボールを楽しめるように作成
7）大会種類と対象チーム・選手のカテゴリー分け
①A大会（オープン大会）：全競技者対応の選手権大会
②B大会：初級者を中心としたチームで勝負よりも楽しむことを目的としたチーム
③C大会：初級者を中心としたチームで勝負よりも楽しむことを目的としたB大会では勝つことが難しいチーム
④ビギナーズカップ：初級者を中心としたチームで勝負よりも楽しむことを目的としたC大会では勝つことが難しいチーム
⑤オーバー30、35、40：大会当日に30歳（35）（40）以上の選手で構成されたチーム
⑥STUDENTCUP：有効期限内の学生証を持っている選手で構成されたチーム
⑦チャレンジCUP：男性170cm以下、女性160cm以下の選手で構成されたチーム
4.大会参加者の推移と予想
下記は、JMVAの大会参加チーム数と参加者、滞在的に存在するチーム数の推移を表した表です。
	　
	大会参加チーム数
	潜在的チーム数
	愛好者人口

	2003年
	60
	120
	2,400

	2004年
	130
	260
	5,200

	2005年
	210
	525
	9,450

	2006年
	325
	813
	14,625

	2007年
	425
	1,275
	21,250

	2008年
	525
	1,575
	26,250

	2009年
	625
	2,188
	34,375

	2010年
	725
	2,538
	39,875

	2011年
	825
	3,300
	49,500

	2012年
	925
	3,700
	55,500

	2013年
	1,000
	4,500
	65,000

	2014年
	1,200
	5,400
	78,000

	2015年
	1,500
	7,500
	105,000


※数字は概算
5.日本混合バレーボール協会の実績と今後の展望
5-1.今後の展望
5-1-1.全国大会の充実
JMVAでは、全国大会の継続と個々の大会のエンターテイメント制の向上を目指していきます。1日でやりきりの大会もよいですが、全国大会につながる大会の仕組みを考えております。各地域で予選会を開催しその優勝チームが各全国大会に出場出来る仕組みとなっています。また、選抜大会では各チーム1名ずつ選出して即席チームを作り交流戦を行うなど、混合バレーボールを通じてチーム間の交流促進にも取り組んでいます。
5-1-2.全国大会の紹介

≪全国大会本戦≫
大会趣旨：日本No.1混合バレーボールチーム決定戦

対象：前回大会ベスト8地域枠（ベスト8に入った8地域に枠を付与）、各地域参加チーム数に応じ参加枠を付与します
≪全国選抜大会≫
大会趣旨：B級全国大会。トップレベルではない選手が目指せる全国大会

対象：関東A大会Bリーグ、地方大会Bリーグなどの優勝チームを集めて大会を行います
≪全国交流大会≫
大会趣旨：誰もが目指せる全国大会
対象：関東付属大会（A大会以外）、地方大会Cリーグ、などの優勝チームを集めて大会を行います
5-2.大規模大会の開催
年間1回の下期に行う上記全国大会と共に前期にも大規模大会の開催を模索しています。
西日本大会：九州、四国、中国、関西、東海地域の上位チームによる大会。2010年度より取り組み開始。
東日本大会：北海道、東北、北陸、信越、関東、北関東地域の上位チームによる大会。2011年度より取り組み開始。
5-3.海外大会の開催
2011年度より世界大会の足がかりをつくりたいと考えています。
2011年には韓国を中心とした近隣諸国を対象にアジア大会開催を目標としています。
2015年までには世界大会開催を目標としています。
5-4.地域協会の充実
2012年度までに現状の地域における協会設立を目指します。2015年度を目標に各県協会の設立を目指します。
5-5.教育分野への参入
2012年度までに中学校、高校での部活スポーツ及び学校体育における混合バレーボールの導入に関しての研究を進めます。
5-6.資金の調達
現状は大会参加費1大会平均10,000円/チームとグッズの販売によって活動資金を捻出しています。今後は2012年度までに企業協賛金1,000万円獲得をして大会参加費を現状の半額にしていきたいと考えています。またNPOの税制優遇の活用などをすることにより多くの方のご理解とご協力を頂けるように努力していきます。
B）男女混合バレーボールのルールに関して
1.ルールブック発行にあたり

日本混合バレーボール協会は、独自にルールブックを発行しました。第2版となるルールブックは、混合バレーボール競技の確立及び当協会のルールの普及を目指すことを目的として作成しました。今回のルールブックは前回のルールブック以上に独自性を出しておりますが、日本のバレーボール界を統率する㈶日本バレーボール協会への尊敬の思いを大切にしています。このルールブックはプレーヤー視点での表記及び大会において有効活用していただける事を念頭に構成しました。ルールによって怪我の防止を図ること、ラリー制を向上させてゲームを面白くすること、男女の体格差、体力差を考慮することなどが基本的な考え方となっています。混合バレーボールをさらに魅力あるスポーツにしていければ幸いです。沢山の人がこのスポーツを通じて楽しみを共感することができ、笑顔になってくれればと願っております。
2. ㈶日本バレーボール協会ルールとの相違点

下記は競技をする上で知る必要のある、㈶日本バレーボール協会ルールとの大きな相違点です。
・キャプテン章、監督、コーチ、マネージャーワッペンの着用
・男女交互ローテーション、男女リベロ2人制
・パッシング、タッチネット、ドリブル
・アンテナ外の通過はその時点でボールアウト
・試合の成立（試合前の握手に関して）
・弁明の仕方
・スパイク、トス、レシーブの定義
・相手空間におけるブロックに関して
・バックアタックのルール
・アシステッドヒットヒット、ウォームアップ、スクリーンの反則
3.ルールの紹介
第2版のルールブックでは、誰もが同じ審判が出来るようルールを細かく定めました。たとえば、監督はラインアップシートにサインをする必要があります。またドリブルの反則に関して、1本目から3本目を通じて「ボールが身体の数箇所に連続して接触してもそれが一つの動作中に生じたものであれば許される」ことになりました。またスパイクの定義は「ネットの下端（124cm）よりも上にあるボールを、両足を地面から離して片手で返球する動作、又は白帯よりも完全に上にあるボールを相手コートに向かって返球する動作」となり、トスの定義は「次にボールに触る味方競技者にスパイクをさせるための指を用いたパス」となり、相手方空間内でのブロックに関して「競技者はスパイク及びバックアタックに対するブロックをする場合のみ、相手方のプレーを妨害しない限りネットを越えて両手や両肘を出すことができる。相手方競技者がスパイクを実行するまでネットを越えてボールに触れることは許されない。」となりました。その他会場規定、大会公認球、弁明の仕方、タッチネット、ウォームアップ、スクリーンの反則及びアシステッドヒットの反則、相対するチームの競技者が同時にボールに触れ完全に静止した場合、バックアタックの取り扱いに関する点などが大きく変更になった点です。その他、重複する表現や難しい表現なども細かく変更しました。
2012年3月4日バレーボール学会資料


